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訂正  

（追加）P．5  

戦績報告  

三大学定期戦（於帯広畜産大学）  

北大選手：角堂 小谷 乗次  

優勝：番犬  準優勝：北大  

P．4 3   

北玲号室戦旗   

†‡ 8  半 渾 杯  3 課 目  

小 障 害  

春 白 馬  3 課 目  
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適地区大会  L  

北 日 学  総  

全 ヒI 学  総  

級  

合  

合  

P．3 9  

明日檜号主戦紡  

H 8  半 澤 杯  中 将 嘗  

春 白 馬  M 級 C  

L級S＆H  

適地区大会  内国産MC  

北 日 学  2  走  

秋 日 馬  M  C  

全 日 学  2  走  
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元主さI専 よ り、 現役へ  

中村晃史   

OBになり早1年、思い出を話すには時間が経ちすぎたので現役の激励  

をここに寄せます。  

「自分のやりたい事なんだ、やりたいようにおもいっきりやれ。」   

ただ責任としてルールは守らなくちゃならない。それは社会的な事（他  

団体に対しても、また部内でも尚更）と、生きたl一馬．1と言うものを扱っ  

ているが故のものだ。馬は長年の部員連の努力による賜物であり、それは  

将来の部員たちに当然渡さなくてはいけない財産なんだ。  

以上。   
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F o r  t h e  t e a m  

部長 市川 瑞彦   

現在、大学のクラブ活動として馬術をやっていく場合にむずかしい問題の一つは、  

はとんどの主要な大会が白馬形式によることであろう。そこでは、団体としての  

成掛ま、個人の成績の加算の結果として現れる。貸与鳥形式の試合は七大学定期  
戦（帝大戦）などあることはあるがわずかで、人数も3名戦とかが普通で団体戦  

としての印象はあまり強くない。これは、馬術競技全体としては当然の流れでは  

あろうが、大字の馬術部としては個人と団体という矛盾を抱え込むことになる。  

私の現役の時代は、国体とか全日本馬術大会とか白馬の大会はあったが、主要な  

字馬連の大会は貸与馬形式であったのでチームとしての栄誉を第一の目標に団結  

して頑張りやすかった状況があったようにも思う（，  

大学のクラナ活動として馬術を考えるとき、白馬といっても自ずから制  

約があるのは当然だろう。極言すれば、属つきで入部してくるといわれる一部の  

私立大学を除いて、「普通の」大学の馬術部には部馬はいても、白馬などいない  

のである。だから本当に自分の思うように乗りたければ、乗馬クラブにでも自分  

の馬をもち自分か（誰か）が世話をして乗るしかしようがない。そのような人は、  

馬術界に必要であったとしても、大学の馬術部で歓迎する人材ではない。現実に  

馬が与えられたとしても、自分一人では何もできない。  

しかし、現実はこの当たり前のことが微妙である。確かに、白馬制では  

属体管理や調教の責任の所在が明確だという利点もあろう。しかしその反面、特  

定の馬ばかりに乗る結果になり易く、技術の伸び盛りに癖が強くできてしまった  
り、お互いに不可侵領域を作ってしまい、同じ馬に乗りあってオープンに議論す  

る雰囲気がなくなる、など欠点をも醸成するように思う（もっとも、私が感じて  

いることは、現役諸君はかなりの程度克服しているのかもしれないが）。詳しい  

ことは忘れてしまったが、OBを含めての席だったと思うが、あるOBから聞い  

た有力私立大学の選手の述懐である。その大学では部員は個人成績が関心の中心  

で、ゴールしても祝福されなかったが、北大の選手はゴールすると部員がみんな  

拍手して喜んだ。彼は、それをみて北大の馬術部をうらやましく思ったとのこと  

である。これは大変いい話だと思うい  

この「個人と団体」の問題には名案などなく、この矛盾を正面から受け  

止めて、時折振り返ってあまり片方に振れすぎないように気をつけながらやって  

いくしかないのであろう。個人として試合に臨むには遠いがないが、個人の栄誉  

は団体の栄誉を求めることから転がり込んでくると考えたい。チームの一員とし  

て責任をはたすように頑張る気持ちが、無用の気負いを取り去り個人の成績にも  
つながるように思う。また一方、馬の割り当てなどで皆が満足するためには、能  

力的にも調教的にも優劣のない馬の頭数を上級生の数だけそろえることである。  

これは至難の技であるが、このためには、限られた繋養スペースと予算の中で、  

今何が必要か愛馬遂にも将来に目をむけた厳しい目と決断が同時に要求されるr〕  

（98．3．31）  

－1－   



主＊享よ り  

9月から主将をやることになった。北日では二走・総合共に団体をとれた。   
これは、部員の技術の向上、いい馬を0Ⅰうの本城さんなどが入れて下さったこ  

と、障害の考え方に対する変化と全日に行くんだという強い思いがあったために  

できたことだと思う。僕のひとつ上の先輩方は良くも悪くも馬きちがいだった。  

そして、その鳥一筋の姿勢があったから、馬を研究したからこそ立派な戟組も出  

せたのだ。僕が北螢に一年間乗って感じたことは、理屈で馬は障害を飛ばないし、  

ハミ受けもしない、細かい事を考えるより、どうやったら障害を飛ぶ状態にもっ  

ていけるかをいかに北日までに高いレベルで習得するかということだと思う．、そ  

のためにこれから馬場が雪で使えなくなるまでにどんどん試合に出て、冬までに  

L故には十分通用するぐらいの実力をつけなければならない。   

冬期間はもう一度基本の乗り万をじっくり見直す必要がある。さらに実力を上  

げるために、未だできない点をみっちりと修業するよい機会である。特に拳と脚  

の関係を学び、馬を本当の意味で手の内にいれていくことをやれば良いと思う。  
そうすることによって春のシーズンが始まってからも波に乗っていくことができ  

るだろう（，馬によって調教レベルに差はあるが、北日で権利をとることのできる  

レベル、さらに全日で十分通用するレベルを設定してそこから逆算していくとこ  

れは理想であるが、2年生の秋で属をもち、NHrjでL級を確実に回ってくるこ  
と、3年生の看で半澤杯、NrIPでMCを確実に、3課目で47～50％ぐらい  

はとれること。   

3年生の秋でMCを確実にし、4年生の春にはMCからMBへ3課目では50  

リb以上を安定してとればよいと思う。これくらいのことができれば2走、総合共  

に全日には確実にいけるたろう。   

ところが、現在の実際の状況は、まず、人であるが、障害における走行で十分  

属を制御できない者が大半で、走られることを恐れて、おどおど乗っている者や、  

必要以上に馬を追い落下を減らすことのできない者、それ以前の馬が怠けてポテ  

ポテの状態のままの者が多く目につく。1番の原因は経験が少ないことであるが、  

騎乗時間が少ないわけではなくて、実践的な想定をした騎乗や、具体的な課題を  

見つけ認識し、それを克服していくといった目標を設定して練習をしていないた  

めである。   

今、自分の騎乗で、1番重要な問題は何か、障害か、フラットワークか、馬自  

信ができていないのか、問題点自体あるいはその原因を考えなければならない。  

i▲へたくそだから、すいません」という答えがかえってくることがある。言われ  

なくても下手くそなのは分かっている。みんな下手くそだく，「どこが下手くそか、  

それを直すにはどういった練習が必要か」といった部分がかけていて、ただ結果  

のみに一宮一憂していては成長はない。l▲反抗した理由が分からなければ、分か  
るまでビデオを見て考えろ。しょぽくれて、沈み込んでいるひまなどないはずだ。  

」と言いたくなる。   

次に馬の調教レベル、これは自分の乗る馬が決まり、それを前の乗り手から変  

わったときの馬の状態を指して言うのだが、馬がきちんとはみを受け、滅脚や推  

進が十分に分かっているという馬は北大には1～2頑しかいないり長屋さんに調  
教していただいた馬と本城さんにJRAの乗馬センターから世話していただいた  

馬のみである。そのため2年生が軟からチーフとしてやっていこうというときに、  

－ク ＿   



引き継ぐ側のOBや上級生は、十分に馬を良くしてから引き継ぐ必要がある。   
そういった問題が山構みでスタートするわけだが、今年も何とか団体で出場す  

るためにOBの方々の力も借りながら部を強くしていきたいと思っています。  

－3－   



1 9 9 6年  会計幸睦告  
出  ‾支   出   

部費   606，000  飼料   1，320，148   

＜ アルバイト＞  装蹄   l，520，000   

モモセ   494，200  薬品   81l，556   

JRA乗馬厩   319，640  馬具・備品   108．588   

JRA開催   2，681，036  作業   121，86 

朝日新聞社   375，080  電話   164，852  

その他のバイト   454，790  輸送   l，70l，362   

＜ 企画・娩技会＞  車両   812，456   

半沢杯   112，611  酪農馬選修理代   570，000   

馬場大   64，996  文化   132，345   

公認   841，967  後援会   191，766   

秋季白馬大   444，523  事務   44，504   

その他   230，000  雑費   75，915   

学馬連補助   1，963，700  試合   87，000  

寄付   155，000  登録   
その他   199，059  その他   283，453   

［計］   8，942，602   ［計］   8，30l，08l   355，300  
－4－   



単藍績学匠告  

（毒対泉北大学定期戦（於北海道大学）  

使用馬匹：北駿 北獅 北帝  

北大選手：浅野 小谷 寺坂   

優勝：北大  準優勝：束北大   

喧国立七大学定期戦  

選手：中村 村田 中田  
優勝：京大 6位：北大   

虐第24回半澤杯記念馬術大会（於北海道大学   

＜複合馬術競技（太秦杯）＞   

1位  田中  7ラックラン／ト  酪農大  

2位  四宮  スーパージャッジ   酪農大  

3位  開発  緑  鷹  酪農大  
5位  村田  北  獅  酪農大  

6位  中村  北旋風  北大  

5月4、5日）  

馬場減点 障害減点 総減点   

67．8  5  72．8   

73．9  5  78．9   

80．3  0  80．3   

75．0  10  85．0   

80．2  10．5  90．7  

得点率 ％  

札幌競馬場  61．4  

酪農大  50．4  

札幌競馬場  48．4  

北大  48．3  

北大  47．0  

北大  45．g  

北大  44，3  

北大  43．6  

北大  42．8  

北大  42．7  

北大  41．5  
北大  41．4  

＜馬場馬術第3課目＞  

1位  佐藤  キョウワノーザン  

2位  鈴木  緑  
3位  佐藤  インディアン  

4位  村田  北  
6位  池田  北  

7位  亀山  北  

11位  中村  北  

獅  

駿  

凌  

旋  風  
13位  中田  ファストパロン  

15位  松原  北  

16位  内海  北  
17位  乗次  北  

18位  北村  北  

帝  

凌  

獅  

玲  

JUⅡP OFF  

減点 丁川E  減点 TI糀  

北大  0 55．7  0 44．40  

北大  0 67．2  6 46．60  

北大  4 60．20  

北大  16 64．10  
北大  16 65．50  

JUHP OFF  

く中障害飛越競技  

1位  中村   
2位  池田   

3位  中田   

8位  中村   
9位  丸山  

（半澤杯）＞  

明日桧  

北駿  

ファスト／くロン  

北旋風  

エ7－クラッシュ  

く′ト障害飛越競技（河田杯）＞  

1位  中森  ルオバトラ   

2位  北村  北玲   

3位  佐久間 緑常  
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O  41．80  

0  44．80  

0  50．20   
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北大  7位  小谷  77ストベロン   1．5 73．50  

Jl用P OFF  

＜新人新馬障害飛越競技（小池杯）＞  減点 Tl耶  減点1’川E  

北大  

札幌競馬場  

早田牧場RC  

北大  

北大  

北大  

北大  

1位  鶴見  北祥  
2位  松下  ヤマニンフ1ロウ  

3位  風間  グレートサウンド  

4位  池田  北洋  

5位  亀LL」 北凌  
11位  角豊  北帝  

16位  松原  北帝  

0  59．40  0  

0  58．05  0  

0  52．20  0  

0  56．80  0  

0  57．00  0  

4  57．88  

9  7l．10  

37．10  

39．60  

39．80  

41．90  

43．60   

亭北日本学生馬術選手権大会   

出場選手  

中村・中田・北村・内海   

せ第31回春季北海道白馬馬術大会（於ノーザンホースパー ク）  

A姓＞  得点率 Pi，  

十勝柏友会  57．0  

酪農大  56．5  
りンフィールズ  55．3  

北大  46．5  

北大  45．7   

B妓＞  得点率 ％  

オーフルトスコミューン  57．6  

r－フルトスコミューン  54．8  
ノーザントス／トケ  53．8  

北大  50．0  

北大  49．9  

＜一般馬場馬術競技第3課目  

1位  藤田  7乃ン   
2位  鈴木  巨ファり－   

3位  瀬川  かソトサブイエロウ  

13位  中村  北旋風  

15位  北村  北玲   

く－一般席場馬術娘技第3課臼  

1位  鈴木  ノりマイディ   

2位  竹之内 フローティーワンダー   

3位  秋田  メディアストム  

10位  他山  北凌  

11位  村田  北獅  

得点率 ％  

7ロンティ7RC  55．3  

モモセRF  50．9  

十勝柏友会  4臥9  

＜→般馬場馬術競技第2課目＞  

1位  古川  ハ7かス   

2位  鈴木 ク⊥・ヘリオス   

3位  古村 トカテムサシ   

7位  松原  北清   

く一般M級C標準障害飛越妓技＞  
1位  佐藤  ナれわデュバーク   

2位  天羽  パラ   

3位  阿部  相克   
9位  可1村  明日桧  
13位  中田  フ7スト′くロン   

柑位  池田  北駿   

24位  村田  北獅  

北大  46．0   

減点 丁川E  

O  76．90  

0  90．00  

0  84．70  

4．75 99．60  

8  86．60  

12  96．70  

20  87．20  

JU叫P（）FF  

減点 丁柑E  

O 42．30  

0 44．48   

11 56．20   

日高KF  

日高KF  

帯畜大  

北大  

北大  

北大  

北大   
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Jt用P OFF  

減点 丁柑E   

O 34．80   

0 39．18   
4 35．00  

＜一般L級標準飛越競技＞  

1位  半田  ストノ訂ン   

2位  河名  アブサン   

3位  布施  ミス・ドロシー  

18位  中村  北旋風   
25位  亀山  北凌  

減点 丁川E  

オー7帰一スコミューン  0 73．40  

十勝柏友会  0 77．70  

北星RC  O 79．20  

北大  12 80．10  

北大  16 87．60  

＜一般LクラスS＆H障害飛越兢技＞  T川E  

1位  ゴン如・A 柏神  

2位  斎藤  ザ・セり  

3位  鈴木  ファルコンY  

5位  北村  北玲  
12位  池田  北駿  

27位  中村  北旋風  
31位  丸山  北獅  

モモセ鰹F  75．18  

早田RC  75．27  
オー7帰一スコミューン  78．00  

北大  79．33  

北大  84．28  

北大  102．10  
北大  134．11  

＜→般LクラスS＆H・C障害飛越競技＞  TIHE  
1位  村上  ミス・ジェニファー  

2位  長谷川 ステーション  

3位  佐藤  十和オン・デュ′トク  

‖位  中村  明日桧  

13位  村田  北獅  

札幌乗馬クラブ  69．61  
オー7帰一スコミューン  74．09  

日高K．F  

北大  

北大  

＜特定Lクラス標準障害飛越競技＞  JU封P OFF  

減点 TI胱   

0 43．04   

3 4臥64   

4 35．5】  

減点 丁川E  

かiン  オーフルホースコミューン  4 87．09  

かくン  オーフルトスコミューン  4 73．47  

ステーション  オーフルトスコミューン  4 73．01  

北帝  北大  16 83．11  

北帝  北大  20 87．44  

城
崎
崎
原
谷
 
 

大
山
山
松
小
 
 

位
位
位
位
位
 
 

1
 
2
3
 
8
 
‖
 
 

喧第43回北海道体育大会兼第51回国民体育大会馬術兢技北海道ブロック予選大会   

＜成年組合馬術競技＞  弛敵 前久鮎 余力鮎  総減点  
1位  長谷川  メ〃マイディ  オーフルースコミューン114．7 4．8   

2位  岡本  7プルベル  十勝柏友会 131．5l．2   
3位  久保田  7乃ン  十勝柏友会 ‖乱0 2．4   

5位  中村  北旋風   北大  133．0112   

喀第68回全日本学生馬術選手権大会   

出場選手 中田  

20．00 139．47  

iO．00 142．7  

53．75 169．15  

30．00  275  

（≦：第21回北海道地区馬術大会   

＜内国産障害飛越競技M級C＞  
JU某P OFF  

減点 1、1ME 減点 丁川E   
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1位  島  ′くプリフグ  JRA日高育成  

2位  川北  プリンス77イト  N．H．P  

3位  田中  7ラックラン′く－   酪農大  

7位  池田  北駿  北大  

14位  中田  77ストくロン  北大  

19位  村田  北獅  北大  

20位  中村  明日桧  北大   

＜L級一般障害飛越絶技＞  

1位  北村  北玲  北大  

2位  松井  マ巨ゴールド  モモセRF  

3位  後藤  ダイアモパライ7  浦河高校  

12位  中村  北旋風  北大  

亀山  北凌  北大   

＜特定L級障害飛越競技（新馬）＞  

1位  鈴木  緑蓮  酪農大  

2位  N．Costello イけノ／丹  早田牧場RF  

0  83．3  

0  71．1  

0  72．8  

0
 
0
0
 
0
 
 
 

3
 
▲
q
一
3
 
 

4
．
一
q
一
5
 
 
 

0
 
0
 
0
 
 

4  74．9   

7  77．5  

12  68．0  

12．5 108．7  

JⅢP OFF  

減点 丁柑E 滅点 丁川E   

O  74．37  0  50．24   

0  69．16  0  50．81   

0  78．16  4  52．93   

0  71．20   

失権  

JⅢP OFF  

減点 丁川E   

3  59．4   

4  51．26  

E
 
O
 
2
 
た
U
 
3
 
1
 
8
 
 

1
一
皿
 
 
一
 
 

丁
1
 
0
 
R
U
 
7
 
亡
U
 
5
 
1
 
 

T
 
0
0
 
7
 
7
 
8
 
0
0
 
0
0
 
 
 

点
 
 

滅
0
0
4
8
2
4
8
 
 

3位  

6位  

8位  

Open  

トフ7イダー  酪農大  

北帝  北大  

北帝  北大  

北凌  北大  

田
原
谷
山
 
 

永
松
小
亀
 
 

喧第32回北日本学生馬術大会（於北里大）   

く学生貰典馬場馬術娩技＞  

1位  梶本  ザ・ジュネシス  岩大  

得点  

919  

907．5  

884．5  

2位  田中  

3位  梶本   

＜2回走行＞  

1位  田中  

2位  ′小林  

3位  中村  
5位  池田  

6位  中田  
15位  中村  

17位  村田   

＜総合馬術＞  

績蓮  酪農大  

シンクライト  岩大  

目
 
 
走
4
4
4
4
7
8
1
6
 
 

2
 
 

F
 
 

F
 
 

O
 
 

n
r
 
 

ブラックラン′ト  酪農大  

柏海  畜大  

明日桧  北大  

北駿  北大  

ファス巨くロン  北大  

北旋風  北大  

北獅  北大  

0  

0  

0  

7  

4  

13  

16  

0
 
0
 
4
 
 

弛審査鮎 耐久鮎 如離 篇鮎   

93．0（】   0  0  93．00  

95．33  0  5 100．33  

105．66  0  0 105．66  

10l．66  0  5 106．66   

1位  

2位  

3位  

4位  

7ラブクランパェ  酪農大  

柏霞  帯畜大  

方シワハーティ  背高大  

北獅  北大  
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中
部
本
田
 
 

田
阿
山
村
 
 



大
大
大
大
大
 
 

ヒ
 
ヒ
 
し
．
∪
 
し
．
〕
 
し
．
U
 
 

J
」
り
 
」
」
 
」
」
 
」
」
り
 
」
」
り
 
 

田
村
村
山
田
 
 

地
北
中
亀
中
 
 

位
位
位
位
 
 

6
8
1
7
柑
 
 

北駿  

北玲  

北旋風  

北凌  

北帝  

111．66  0  5 116．66  

103．83  20  0 123．83  

101．66 80  0 101．66  

99．00 106  5  210  

123．66 3反E 棄権  

t卓第10回秋季北海道白馬馬術大会（於ノーザンホースパーク）  J川P OFF  

減点 丁川E  

O  53．04  

12  54．78  

減点 丁川E  

O  75．96  

0  72．62  

0  74．69  

7  76．04  

11．5  93．90  

15．25 92．83  

24  66．16  

28  56．08  

く→般標準障害飛越娩技M級C＞  
1位  白井  ナ如オンデュパーク 日高ケンタブトF  

2位  川北  プルスファイター  日高ケンタヤキーF  

日高ケンタ7キーF  

北大  

北大  

北大  

北大  

北大   

3位  白井  ラレイ  

5位  中村  明日桧  
10位  中田  ファスト′くロン  

12位  池田  北駿  

14位  村田  北獅  
15位  中村  北旋風  

JU甘P OFF  

減点 Tl肥   

0 48．92   

0  

12  

6
 
「
h
J
 
4
 
 

E
 
7
 
1
一
5
 
 

1
－
爪
 
 
．
 
 

▼
1
 
5
 
」
q
一
〇
〇
 
 

叩
1
 
5
 
6
 
仁
じ
 
 
 

点
0
0
0
 
 

滅
 
 

＜特L標準障害飛越協議＞  

1位  池田  フライト  北大   

2位  軋Costello イ什ノ′丹  早田牧場   

3位  小野  プランけレス  RCりン7†－ルズ   

喧全日本学生馬術大会（於 束京、馬車公苑）   

＜二走＞  

1位  岡部  ルパンⅢ  東京農業   

2位  大岩  明秀  明治   

3位  川俣  プチブル一  昔山芋院  

一走目   二走目  

減点  滅点   

4  0   

0  4   

4  7．25  

17  36．25  

43  44  

失権  

得点率  

59．89  

44位  中村  明日桧  

51位  村田  北御  

地田  北駿  
＜貰典＞  

1位  清水  桜豊  
2位  奈良崎 スキポール  

3位  野口  桜銀  
＜総合＞  

本
本
本
 
 

口
口
 
日
 
日
 
 

58．11  

57．34  

弛審査鮎 耐久鮎  

99．08  0  

104．42  0  

‖用．75  0  

如鮎 舶卓   

5 104．08   

5 104．52  

1111．75  

ィリアーニ 日本  

明治  

中央  

北大  

北大  

北大  

デ
優
翔
獅
玲
大
 
モ
明
白
北
北
北
 
 

l位  

2位  

3位  

24位  

26位  

44位  

口
山
菜
田
村
田
 
野
畠
秋
村
北
地
 
 

131．00  0 25．25 156．25  

125．83 20．4 12．25 158．48  

140．67149．2  0  289．87   
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ビリが伝わったのか、反応が鈍く重かった。結局、1反か2反して減点マイナス  
10前後の成組だったように思う。1度目に反抗したときに、これまでに反抗知  

らずだったのもあって、ものすごく「やばい」と思い、頭が爆発して、どうやっ  

ても飛ばして帰ってやると心の中で叫び、後はがむしゃらに飛ばしにかかってい  

た合白馬大の後やはりノーザンのMCには自分の前進気勢が十分でないと思い、  

もっともっと前に出せるようにとそればかり考えていた。公認もMCにでた。僕  

は北螢で二走で全日にいきたいと考えていたので、この試合は北日でのエントリ  

ーが決まる大事な試合だと位置づけていた。すなわち、1反抗でもするようなら、  

2走はやめて総合のみにせざるをえないと考えていた。その必死の思いが馬にも  

伝わったのか、結果は1落下で入質できた．，公認も終わり、もうすぐ北日だと思  

うとそわそわして落ち着かなかった‖ もっとも馬は調整のため少しのんぴりして  

いた。   

北臼は、二道・総合にでることにした。フレンドリーで、見たこともない障害  

を見てぎょっとして硬直してしまい、また必死になって飛ばしにかかって、なん  

とかかえって来れた。2走の1連日、十分過ぎるくらいの前進気勢をつくって走  
行にのぞんだ。かなり気合を入れていったけれども、北駿はいくつかの障害でた  

めらいを見せた。そのため属がびくついたなと思うと、すぐさま脚を使わなけれ  

ばならなかった。馬がびくついて失速してしまうのが先か、びくついても脚を使っ  

て飛ばせるか、一瞬一瞬が勝負の分かれ目だと思った（，話は少し変わるが、桂庵  

は1から5番まで左手前、3番が石垣の箱障害で作ってあった。北駿は3番でつっ  

こんでしまい、派手に落とした。「あちゃ－」と思って右肩越しに後ろを振り向  

いたら、馬が右に曲がった。l▼あっ、4番反対側だ」と思った瞬間に、くるりと  

馬の向きを変えると、1反抗をとられてしまった。それ以降落下も反抗もなく帰っ  

てきた。結果、頭の悪さのせいで1落下プラス1反抗というおまけまでついてし  

まった。一走目が終わって仲村さんが明日絵でマイナス0、中田さんがマイナス  

7、僕がマイナス7で、もしかしたら団体をとれるかもしれないと思えはじめた。  

そして、まわりからは「おまえの経路まちがいの1反で、団体を逃したら、坊主  

しゃすまんぞ。」と言われ、あしたは絶対に「後ろを見ないぞ。」と心に誓った。  

二走目、一走目はど甚だしい物見はしないので、比較的気が楽だったい それでも  

油断しないで飛んでいたが、今度もまた10番のレンガの箱障害で踏み切りが合  

わず落下した。結局、計マイナス11で4位だった。   

総合1日目、調教審査。馬はかなり疲れていると思った。馬は今日もまた障害  
と思ったのか、かかってしょうがなかった。今まで馬場はやってこなかったため  

に、あまりよくなかった。30数頭のうちで20位ぐらいだったように思う。耐  

久。下見をしたときに、馴致で行った畜大に比べて北里のは思う。おもちゃのよ  

うに思えたり心配なのは馬の疲れ展合と経路違反だけだった。準備運動も二走は  

大きく高く飛越させる必要があるが、耐久はそれよりもクロスカントリースピー  

ドで流れにのれるように低くて幅のある障害を、つまることなく飛ばせるように  
した。A区間が終わってD区間スタートの前、居のボルテージが最高潮で、押さ  

えるのが大変だった。スタートして思いっきり前に出して、1番にむかった。ス  
テイープルの1番は走って行ったはいいが、そのままのスピードで様に逃げて行  

く馬がいるのを見ていたので、障害前少し馬をおさえ確実に飛ぶようにした。後  

は、森の中に入り、どんどん飛んで行った。20番ぐらいから森をでて、また農  

場の横を走るのだが、そのころになると馬は少し疲れてきて、．駆歩の反応も鈍く  
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なってきたが、飛ぶ気はあったのですんなりとゴールできた。結果は減点0で2  

日間の通算は11位だった。余力。属は、めちゃくちゃ疲れていた。準備運動は  
L級程度のものを少しだけ、後は駆歩の時の脚反応だけ確認した。馬はさすがに  

物見をしなくなっていた。最初、少しかかりぎみで、1落下してしまい、後はす  

んなり帰ってきた。結局縫合は6位で、二走・縫合とも権利をとることができた。   

北日以降、馬の疲れがどっとでてきたように思う。秋の自馬大もれ1Cにでたが  

リバプールやついたてなどの物見がはげしく、また準備運動でもいい感触がつか  

めないままだったため、2反1務だった。これは、今までの競技成組の中で最悪  

であった。その頃、代が交代し主将をやっていたが、馬のセン痛による死亡や別  

の馬のセン痛、馬道草横転による全日馬の欠場を余儀なくされたこと、部員どう  

しのもめごとが獣医学部まで飛び火したことなど暗い事件が多く、2走・総合と  

もに権利をとれたにも関わらず、決して楽しくやっているという感じではなかっ  

た。そのため、僕自身が馬に乗ることに対しても十分集中することができず、変  

な感じのまま全日をむかえてしまった。   

全日では馬は非常にビクビタしていた。ひき馬はしっかり歩いているというよ  
りぴくぴくしてあせっている感じだったし、物見して立ち止まることも多かった。  

不安なままフレンドリーをむかえた。フレンドリーで反抗したらおそらく2走は  

失権するだろうと思い、必死でやった。とにかく前に出してつまりすぎないよう  

に踏み切りを前に出して大きく飛ばせるようにした。結果は意外なことに満点だっ  

た。2走の1走目。前日満点だったので準備運動が少し甘くなってしまったよう  

に思う。馬が脚にたいして十分前にでず、前進気勢がハミにたまることがなく、  

障害前で、いやなっまり方をしていた。そんな状態のまま、試合にでて二番障書  

をみて向かおうともしなくなって失権した。  

総合の調教審査は、あまりよくなかった。耐久。馬は、つかれているのかにぶかっ  
た。準備馬場の障害は、普通に飛ぶが、属の前進気勢がたまってはいなかった。【）区  

間スタートの前になっても馬は変に落ち着いていて「やばいなあ」と思いながら  

もどうしようもなかった。スタートしてすぐ走路上に一番障害が横たわっていた。  

なんでもない障害だったが、馬は失速、一反抗したが、何とか飛ばせた。3番は  

森の入り口に作られていた。馬は、走路からはいるのをいやがり、ここで2回反  

抗した。その後、森に入ってからは、少し飛ぶ気がでて釆たのか、割合スムーズ  

にいった。その後11番でもう一度反抗して20番近くになると馬が疲れて、ま  
えにでなくなり、へトへトになりながっらどうにかゴール下した。最終日の余力  

はかなり不安だった（，2走のときの馬場のなかでの馬の様子、耐久の疲れなどを考  

慮すると、120cmまでとはいえ「どうなるかわからないな」と考えていた。しかし、  

OBの方や4年目の先輩に「最後だからきっちり今年の締めをやってこい。それ  

が馬に乗るものの義務だ」と言われ、絶対かえして釆ないといけないと思っての  

ぞんだ。それがよかったのかどうか分からないが、満点で帰って来れた。  

1年4カ月北駿に乗って思ったことは、落下や踏み切りに関しては馬は助けて  
くれる。しかし、障聾を飛ぶか止まるかということについては、すべて人間の技  

術にかかっていると思った。もう1年北壁に乗るわけだが、もっともっと馬も人  

もよくして行くつもりだ。  
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」ヒ駿一号一馬匹紹介  

チアフルの愛称で親しまれ、また1年生からは恐い馬だと思われています。で  

も個人的にはチアプーと呼ぶ方が好きです。   

さわろうとするとプープーと怒ってかもうとしてきますが、顔は柔らかく鼻と  

かプニプニしていてすごく可愛いです。いつもほ手入れでかもうとしたり、後肢  

でけってきたりするのに、特に慣れてきて機嫌がいいとペロペロなめてきて、う  

れしく思ったりしていると、次の瞬間かんできたりと、よく分からなくなったり  

します。   

運動は池田兄が騎乗していて、障害もよく飛んでくれます．，馬場馬術も北大の  

中ではよい動きをします。   

この北海道の寒いふゆでも風邪でもひかないかぎり、馬着を著せないできたえ  

られた健康状態がチアプーの自慢です．）   

全日の二走・総合にでられる実力はあるので、チアプ一にはがんばってもらい  

たいですrl  
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くなってきた‖怪我をした方の肢の球節・管にむくみが見ら  

れかなり腫れているが、気温が低いせいか、熱はない。他の  

肢はほとんど大丈夫だ。もっとむくんできているかと思った。  

12／′19（火） 元気が有り余ってきた。傷口まわりの腫れはかなりひいてき  

た。  

12／′20（水） 馬はまだっながれたまま。肢の球節・管のむくみがなぜかひ  

いてきている。がつがつと飼を食べている。  
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順調だ。明日、抜糸。  

抜糸。傷口はきれいにふさがっている。傷口の消毒を続けて  

いく。まだ、馬房内につないだまま。   

今後、フライトをどうするかについては現役が判断すべき事、と考えたのでそ  

の判断を4年目に任せる。彼らは、とにかく傷が治るまでは北大で面倒を見るこ  
とに決めたが、そのような仕事をする人も不足していたため、自分が引き受ける  

ことになった。しかし、このような場合どのように調教（治療とリハビリ）を行っ  

ていけば良いかということははっきりとはわからず、獣医さんと相談しながら手  
探りでリハビリを進めることになった。   

一月上旬、傷口の同役とフライトが退屈し始めたのでひき運動を開始する。   

1／／7（日）  傷口はかなり良くなってきた。属房内での熊癖がひどい。そろ  

そろひき運動を開始しても大丈夫だろうとのこと。  

1／′11（木） 体育館前にて、ひき運動15分 久しぶりに歩いたので最初は  
後肢がうまく踏み込まなかったが、前肢の蔽行はごくわずかで、  
予想していたほどひどくはなかった。  

1／′12（金） 教養前にて、ひき運動20分 南側をやたらと支いこしていて、  
構内に向かうとき立ち止まったり、何かをとても気にしている  
ようで集中力がなかったぐ，  

2月下旬、調属さくによる速歩開始。内容は最初にひき馬で外柔30分以上、  

馬場内で調馬策速歩運動約30分程度を行う。その頃の騎乗日誌から。  

予想していた以上に肢の運びがスムーズで動きも軽い。右手前に比べて左手前  

はややぎこちない動きをしている。胸、しり、背中のすべての肉がおちていて痛  

々しい。  

最初は左右15分ずつ回していた。  

右胸の筋肉、しりに肉がついてきた。左胸は傷があるため筋肉はつきにくいとの  

こと。  

左手前を多めにして、意識的に左前肢を使わせるようにした方が左胸の筋肉がつ  

きやすいとのこと。内容を右手前10分、左手前20分とする。一日の運動の最  

初の手前は左右交互に行う。筋肉がかなり柔らかくはぐれてきている。胸、しり  

に丸みがでてきた。  

3月下旬、騎乗開始。ただし常歩のみ。怪我をしてから初めてフライトに乗っ  

たとき、とても恐かったのを覚えている【，獣医さんからも政行したら終わりだと  
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言われていた。運動をしていかないと筋肉はつかないし、かといって運動がきつ  

すぎると取り返しのつかないことになる。今だから言える声とだけど、あの頃は  

運動をして次の日に馬場に行くのが恐ろしかった。元気そうなフライトを見てい  
つもほっとしていた。   

4／／10（水） 騎乗にて速歩を行う。馬場内を大まわりで2週ずつ両手前－）す  
こしぎこちなさを感じる。  

4／「11（木） 三角地で調尾索の後、常歩10分、速歩5分程度。長手綱。ハ  
ミの感覚は忘れていないように思う。少レ、ミをひいて合図を  

送るとハミを求めて頭を下げてくる。いい感じ。多少、左手前  

において左前肢の踏み込みが弱い。 夕方、奥村先生に見ても  

らう（｝左後肢の腱（球節）に軟腫のようなもやもやした感じが  

ある。これは運動量の増加に伴うもの。大きくなってくるよう  

なら水冷などで冷やしながら。怪我の部分には問題はない。も  

し、この先問題がでてくれば、右前・両後肢に影響がでてくる  

（左前肢をかばうので）。運動量はあげても大丈夫。とにかく  

乗って運動することが一番、筋肉をつける。  

4／16（火） ここ2、3日両後肢の腱の部分がもやもやしている。運動後、  

熱を持つため水冷を行う。運動中の状態は良く、左手前におい  

てのぎこちなさがやや気になる程度。前肢に問題はなく、傷口  

自体はもう大丈夫だと思う。夕方にも両後肢の水冷を行う。  
4／■17（水） 連動の調子は非常に良い。  

夕方、奥村先生に診てもらう。「驚くほど調子がいいね。」と  

いわれた。両後肢も水冷を行っているのでそのような早め早め  
の治療が良いとのこと。この先は、キャバレッティなども取り  

入れてどんどん運動をしていく予定。  

4／′21（日） 騎乗20分 元気がありすぎる。（昨日までの3日間は外柔の  
みにしていた。）前進気勢はやたらと良く、まとまらない感じ  

はするものの調子はよさそう。キャバレッティ間隔1．45m  

で4本、速歩通過。  
今日、初めて右の駆歩を行うt）（馬場2周程度）ぎこちなさ  

はほとんど感じない。落ち着いたリズムのよい駆歩ができた。  

4／▲‘22（．木） 非常にぎこちない感じがしたので、軽い目に運動を終える。奥  

村先生に診てもらう。人間でいう筋肉痛のようなものであると  
のこと。左胸（傷のまわり）と首にかけて“カご′メルバスタ【  
を塗布する。運動量は汚とさずに治療をしながら運動を続けた  

方が良いとのこと。運動後の四肢の水冷、夕方も熱があれば水  

冷を行う。  

4′′′25（木） 今日は非常に調子が良く、元気がありすぎた（）カンメルバスタ  

が効いているせいか前肢の運びが良くなった。30分強騎乗し  

た。歩度を伸ばした速歩も気持ちよく伸びる。リズムはやや速  

い。特に左手前は速くなってしまう。両願歩も行う。右手前は  

良いリズムだが、左手前はリズムが悪く、ハミをうけにくい。ハ  

ミ反抗あり、時折首をあげる。駆歩のペースも速い。練習後、カン  
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メルバスク、両後肢水冷各10分。飼の量を増やす、2．l．1．→2．l．2．，  

5月下旬、降雪を飛ぶ。怪我をしたとき、「人が乗れるよう  
になるのが夏頃、障害が飛べるようになるのは早くて初秋頃だ  

ろう」と言われていたので驚くほど回復が早かった。できるだ  

け前肢に負担がかからないよう、細心の注意を払って騎乗して  

いた。   

5／′25（土） 怪我後、初めて降雪を飛ぶ。（40センチまでのばってん、  

踏み切り2．7）不自然さもなくきもちよさそうに飛んでいく。  
いい感じだ。フライトで再び障害を飛べる日が釆たことがとて  

もうれしい。それにしてもこんなに早くここまで回復するとは  
夢のようだ。  

5／′28（火） 疲れも見せずいたって元気である。左の駆歩もずいぶん落ち着  

いてきた。反対駆歩もできた。  

フライトはなっのシーズン中ひたすらリハビリを続け、秋の国体予選、白馬大  

会で見事復活を果たしました。怪我から回役した後の復帰第1戟には4年目の中  

田弟が脇乗してくれました。彼が、見事にゴールを切ったときの感激は今でも忘  

れられません。騎乗日誌の抜粋にはあえて感情的な部分は割愛し、状況の報告に  

とどめたつもりですが、それでもこんなにページをとってしまいました。すみま  

せん。  

しかし、最近、良い意味ではなくて馬の過去にこだわらない（興味がない）部  

員が増えてきたように思います。昔の事にこだわれと言いたいわけではありませ  

んが、その儀が過去に（競走馬時代からも含めて）大きな怪我をしていたり、大  

きな爆弾を体のどこかに持っているとしたらやはりそのことには留意して騎乗し  

たり、世話をしたりするべきではないでしょうか。そういう気遣いを馬にしてあ  

げることは、不注意な怪我を防ぐことにもなるでしょう。騎乗しているチーフだ  

けでなく、世話をしている下級生も良い意味で属の過去に興味をもってそれぞれ  
の馬に接していって欲しいと思います。  

以上、なんだか何が言いたかったのか良くわからない文章を書いてしまいまし  

た。最後になりましたが、一年間、フライトを見捨てず常に治療やアドバイスを  

下さった蹴医学部の奥村先生はじめお世話になった獣医学部の皆様、また、時折  

相談した際にはいつも親切にアドバイスを下さったOBの野中さん、本当にあり  

がとうございました。この場をかりてお礼申し上げます。  
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ときどきけります  

でも ほんとは かまってほしいんだ  

でも かまわれすぎると いやなんだ  
僕は表情が豊かなんだ  

暇なときに、目や口や鼻や耳なんかを器用に動かしてるんだけど、  

それを見て笑われると腹が立つんだ。  

でも観光客がきたときは ちゃんとあいそをふりまいてやってるんだ。  

ばくだっていろいろ考えているんだよ。  

でも結局のところ気分屋なのさ。  
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てしまいました－，   

そのけがはかなり長びき、結局公認にも調整が間に合わずに→シーズンを棒に  

振ることとなってしまいました。年齢的にもなるべく調教を急ぎたかったはずの  

属に、このようなけがをさせてしまったことを、本当に申し訳なく思います。古  

馬の輸送しかやったこともなく、属輸送が恐いことだという意識も足りずに、結  

果的に調教を遅らせてしまったこと、これは自分自身の教訓として生かすしか謝  
ることはできないと、それ以後かたく心に誓いました。   

けがも治り、北日も終わった8月、調教を一からやり直すということで、廟乗  
せずに餌や追い鞭などを使った自由飛越を行いました。このあたりから、馬の様  

子が変わってきたのではないかと思います。   

今、北祥は北大を支える馬としてがんばっています。物見もはとんどしなくな  

り、高さも恐れることなく、経路走行でも港ち着いています。確実に1つ1つ飛  

んでいく姿を見ていると、本当に頼もしく感じます。昨年は池田兄が騎乗して北  

日デビューを果たし、あわや権利獲得か、というところまでいきました。チーフ  

の鶴見兄、そして北祥に関わった多くの人のおかげだと、とてもうれしく思いま  

す。   

最後に、私に馬に乗る楽しさを教えてくれた北祥、そして鶴見兄、その他多く  
の方にこの場を借りてお礼を言いたいと思います。ありがとうございました。  
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め、今まで我々が常温としてきた脚の扶助、ハミを全く知らない。よく新馬の調  

教は根気強くと言われるとおり、強い扶助を捷力使わないように心がけたその  

喩こI部寺問がかかるかもしれないが、強い脚・拍車・琴掛こよって蒋癖を覚え、後々  

苦労することが少ないように思う。この段階において新馬に何も求めてはいけな  

い。新しい観新しい馬具、新しい馬術こよって非常に神経矧こなっているの  

で、それを十分に考慮するべきであり、軽い脚め圧迫で歩き始めるくらいのこと  

で十分である。また、このころI増中の筋肉が十分に発達していないため、騎乗  

しての赦しい運動I堰けるべきである。儀馬では馬術のように尻を落として乗る  

ことはないからである。  

調教の初期段階には∴謁騎乗確執こより柔軟な内方姿勢と頭部の前方下伸を、常  

㈱こより脚扶助を数えた。  

調馬索運動がある程度スムースになってきたら、詞馬索の中に横木をおいてこ  

れをまたがせた。北鮭の場合、足元や鰍酎ヒに対して極めて敏感であり、た  

だ横木を跨がせるだけでかなり苦労した。最初は常歩から始めたが、横木をのぞ  

き込み止まってしまう。紆で追うとたかが横木であるが飛んでしまう。新馬の調  

教では、これまではある程度調教された古馬に乗っており気づかないことが多々  

ある。境和こ限らず、障音に関する間取ま未だ鰍していなV㌔多少消極的であ  

るが、北鮭のように神経質な馬に対してほ馴致を重ねるとともに嘲神的な成良を  

待つしかないのであろうか，   

しかしながら、いくら恐いといってもたかが横木である。何度も通過する内に  

恐くないということを馬ながらに覚えて、常歩は‘普通に∵跨ぐことができるよ  

うになった。続いて速歩・駈斯こよる境木通過を行った，常歩と同陸に敵初は横  

木を飛んでいたが†破も何度も繰り返し行ううちに普通に跨げるようになった。  

しかし、気を許すと怖さのためか馬が焦ってしまい、速くなる。この状況をfT関  

するために松原式錘数耕動こしたがってエサを与えることにし7㌔彼の言葉を借  

りれば、「馬が障害を飛んで愛撫や声で褒めたところで馬は本当に審んでいるか  

わからなV㌔そこで、よりダイレクトに褒める方法として障害通過後にエサをあ  

げるんだ！」となる。エサを食べるために馬は障害後iこ止まる必要があり、速く  

ならないはずである。ほかの新馬では効果があったように見えるがト北鹿の墳合  

は本当に恐い障害ならば、柔らかい体を生かして首を器用に曲げてエサだけかす  

め取っていってしまう。ただ、エサをもらえることによって、今まで‡埼ヽだっ  

た陣容（この場合は秩；樟組 硝軌、でなくなっていった。  

横木通過が問題でなくなった頃から、キャバレッティーブロックを使い横木の  

高さを上げていった。約、たことに、北掛ことって′も一の高さはあまり重要な間  

屠ではないらしく、餌00くらいまでは灘なく飛．誌どうもノもーは恐くない物だと  

理解したようで、多少高さを上げてもすlすいと飛んでいた。この場合の北飯は  

特殊な例であって、「般に属は時奮の回数に対してはある程度許容蹟があるが、  

高さに対してI湖こならなければならないと思う。以前、北進号で降参を飛越  

していた辟には、高さで陣容封軸ミってしまい、その後キャバレッティーにして  

も挙止するという失敗をしたことがある。  
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北痘の体がいくら柔らかいといっても、詞馬索で障害をとばすには開成がある。  

次に、調馬瀬のように拍線上でなく直線上で障害飛越を行うため、バーと支柱で  

わ軌、を作り、その中の障寿を飛ば瞭転初期には、首を使わせ飛越姿勢を安定さ  

せるため、人は乗らなかった。通常の時事練熟献障吾の準備も飛越させる  

際にも手間はかかるが、自由な姿勢で飛越することを覚えさせるためにこの作業  

iも必要であると思う。いくら騎手の技術が高くとも、新馬の飛越は不安定で、踏  

み切りを読むことI側である。尻を着いたり、口を引っ張ったりとしているう  

ちに、馬の飛越姿勢がどんどん穿くなるおそれがある。  

ここまでで、調教を始めてからおよそ一ケ月半が経過した。十月後半になり厩  

舎周りの環境がぐちやぐちゃし始めた頃に∴繋砕からフレグモーネとなった こ  

の馬術ま蛾£一ケ月掛、た。さらに、馬場が凍ったりと満足に乗れる日が続か汽  

調教がなかなか進まなかった。この長親鳥休明けに馬が止まるようになった。北  

優が馬房で何を思ったか知らないが、馬体の間に馬が一変した卜薪馬のうちには  

どんな降車でも飛ぶが、そのうちに止まることを覚えるのば胞ナて通れないが（あ  

るいは私が知らないだけか）、かなり長期の馬休であったために私も戯をつかめ  

ないまま事態を悪化させてしまった。今患うとこの時訊こ闇が恐いエオン♪  

が形成された気がする。自分の失敗を棚に上げで言うのもなんだが、現役も新馬  

の撒こ深く関わっていること研こ銘じておいてほしl㌔  

人が乗っての時賓飛越を始めた。しかし、恐怖心からか、どうしても速くなっ  

てしまう僻審の後にエサがあったとしても）。しかたなくアプローチの時のみハ  

ミを軽く取り、陪賓に入るスピードをコントロールして、障害飛越噛ま放醐  

で尻を浮かすようにした。適切なスピード嘲こ入れ拍乳体の桑らかさも手  

伝って睦み切りもきっちり合う。馬の恐陥心も減少した。しかし、放棄手綱で終  

審に向かうと、どうしても速くなってしまう。柵 、らは外れるが、北  

優の場合には手綱を持ち障穿を飛越することを原則とした。  

頼雪柳には0．9～1Ⅱlの高さまで飛ぶことができるようになった。乗った感じで  

はまだまだ飛べそうであったが、高さによる陣容の熟柿は後々やっかいとなるこ  

と、雪で足場が良くないこと、この段階では十分であることからこれ以上高い障  

奪を飛んだことはなかった。このころから、下級生を乗せて障害を始めた。障奮  

前に多少速くなることを除けⅠ粕まなかりた。   

しかし、ハコ物などの馴致には苦労しブ㌔ どんな小さな物でも、バー以外の物  

があ仙£のぞき込むように撤し止まってしまう。さんざん物を見せてからで  

ないと頑として飛ばうとしなかった。また、前日にかなり飛んで十分慣れたとし  

ても、次の日はまた一から馴致をし直さなければならなしヽ さらに、同じ日でも  

障審と持寄の開に異なる劫を入れるとだめなときもあった。   

このようにモパ鴻じて苦手であったが、当然ながら（比政的）得意な障害  

とそうでない将領紗葡萄再‾る。最初は彼の夷意がよくわからなかったが、つまる  

ところ奇妙なモノが恐いことに尽きる。「蜘こ障審に関しては高さや垢に関し  

てのみとらわれがちであるが、北歴の蓉釦酬ここだわるようである。キ  
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ヤバレッティーブロックやピーリレ箱、衝立、レンガのような“平たい”陣容は比  

㈱に飛んでくれる。それに対し、階段やカマボコのように複雑な形をして  

いる障斜線、である。彼にとってはすぐに見極められる衝立よりも、じっくり  

と観察する必要のある階段の方が恐いみたいである。これも私にとっては新鮮な  

経験であった。馬は障害の高さと席を見て飛んでいるものと思っていた。  

シーズンに入り、下級生を乗せてバ瑚障育と、私が乗って時事馴致をひたす  

らやった。バーの飛越を繰り返すことにより障姦馬としての飛越姿勢や筋肉がつ  

いてきたが、馴致は遅々として進まなかった，  

陣容のことばかり番いたので、ここで馬場選触こついて番きたいと思う。障害  

と速い、馬脚頑を上げること綿ナばかなり素直な馬であるっ北燈は軽  

い馬であり脚の的卿こ対して従順であった。それゆえ、フラットワークはやりや  

すかった。体も柔らかく輪乗り励も簸なくこなし、韓乗り運動を葡痕的にやっ  

た   

ほとんどの馬は必ずどちらかの手前が得意である8北鮭の場合は左手前が得意  

である。私がよくやる手だが、得意な手前の良いところをとことん洗い出し、そ  

の長所を苦手な手前に移・先端から見ていると右手前と左手前の輪乗りを2～3  

周おきにひたすら続ける。私自身、どちらかといえば、右手前の方が得意なので  

ちょうど北仮の苦手な手前を教えるのiこ好都合であっちあまりにこの運動をや  

りすぎたために、左より右手前のほうが怖が柔らかくなることもあった，反対に  

障動こ萄念しすぎて馬場避軌を怠るととたんに右手前が衰える。下級生（1・2  

年生）に右駈歩を出させて一回で発進できるかどうかで北陸の調子を探ることも  

あっ7㌔   

横連動は松原の教えに従って、徒歩調教で長旅を使って行った。嘩沿いに馬を  

たたせて内方脚の代わりに長鞭で推進した（追うと番いた方が適切かもしれなlう。  

最初は私の真意を理解せずに、ただ鞭でたたかれるのではないかと鳶軌、ていたが、  

何度も繰り返すうちに斜め横歩らしき動きをした。すかさず褒美のエサをあげる  

と、北軽も納得したようである。ここでもエサ調教は有効であった  

障害のみならず親の馴致にも苦労させられた。臆病な馬であることがわかっ  

ていたのでこれを改資すべく、調教初期よりほぼ毎日外柔に行った。週のうち1・  

2度は訓練のために恐そうなところに出かけた。「度などはこの溝を越えないと  

時間内に馬！如こ戻れないことがあり（そのようなコースをたどった私が→番悪い  

のでしょうが）、結局だめで急ぎ足で戻ったこともあった。その結果、噂は全然だ  
めだが、水は比叡的すんなりと受け入れることがわかった。また、飛び上がりよ  

りも飛び降りが得意であることもわかった，“恐くなlサは㌢の時は用蘭や馬配の  
現役だけで外来に行かせたが、初めてのことや危ない外乗にI翻ヽていった。  

偲だから特について行かなくてもと言われたが、虚病な馬を持ってしまった以上  

他の馬よりやっかいなことは多いと覚悟していたから。その代わりI封ヒ腐の件の  

柔らかさや神経質な面で楽した部分も多いので五分五分だろうれ  
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4月から8月くらいの間は、下級生を乗せたノもー樺薯・辟審馴致・輪乗りを中  

心としたフラットワーク・外乗を行い、調教段階は十選一「退であった。7月の終  

わり頃より、コンビネーションによる障密飛越を取り入れた。ただ、障奮に向か  

うと速くなるのは相変わらずで、アプローチの際にほ手綱を持つ必要があった。  

コンビネーションを始めた頃や時事の数が多くなると障奮闘（コンビネーション  

とコンビネーションの間）でも手綱を控えて減速する必要があった。こうなると  

下級生に蒋寮をやらせるわけiコまいか炎私が乗って障奮を飛越した。もし、障  

害が恐く通過するスピードが速くなると、次の陣容再開歩が合わなl㌔すると、  

どんどん障害が恐くなっていくという悪砕恥こ砲る。しかし、バーのみで作った  

コンビネーションでは回数を重ねるごとに恐怖心は和らいでいった。基軸こバ  

ーのみの障害はそれほど恐くなく、エサをもらえるため好きであるから。  

最後に一言、現役およびこれから調教を行う岱に対して。調教初期より私が最  

も気をつけていたのは、肢の状態であるe北塵は舗燭馬の持病であるエビが蓉化  

して引退、北大に人民した。もと薬品（そういえば、暫肋こ馬匹になったこと  

もあったなあ）の意地かられエビの治療は全面的に指示を出した。毎朝、「回 

であるが必ず肢の状態を診て水冷ある－嘲肖炎剤の指示をした。北酪こ射して全  

運動量を知っているのは自分だけであるので、運鮎賂こよりエビの悪化を防ぐ  

ことができるのは自分だけであると思っていたし、いくら良い調教をしたところ  

で馬体面に間啓があ紙兢技馬としても引退せざるを得なし㌔水冷の指示は朝  

何分、夕方何分とかなり具体的に行った。ただ、水冷をしておいてとだⅠナ伝え、  

状況のわからないサブチーフがこのくらいでいいやと思って十分に冷咤づ「前に終  

わることを避けるために。また、自分自身も謝分も水冷繊ナていたらいい加減  

殊になり、早くやめたいと思った肋ミあったから。  

このように北鹿の説教一年目は終了した。前半の物覚えの良さに比べて（もと  

もと馬が知っていたことも数多くあったが）、後半の馴致はなかなか思うように進  

まず」周りの者をやきもきさせたようだが、私自身この馬撒時間がかかると患っ  

ていたし、その様に鞄討こも伝えていたので、あまり気にしないことにした新  

馬撒こ焦りは禁物であるから…。  
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はとんど行っていない‖   

・・・馬場運動・・・   

調馬索と同様にシャンボンを用いて運動した。先程述べたように、モモセRF  

で調教されていたこともあり、停止の扶助は理解していた。しかし輪乗りでは、  

調馬索での癖が残っていて、左手前で外側に突っ張り、右手前で内に刺さってく  

る感じが見られたので、単独脚を理解させ内方姿勢をとらせることを考えた。願  

歩も初めは速くなったり、また速歩になったりして、なかなか持続できなかった  

が次第にその間題も解消していった。   

次に、前肢旋回や斜め横歩を教える段階になった。この運動は、まず単独脚を  

教えることが必要となる。初めに前肢旋回から試みるぺきであり、埼沿いで行う  

とより馬に理解させやすいように思う。この際、長靴を用いると良い。この埼を  

使った前肢旋回が行えるようになってから、輪乗り上で行った。 前肢旋回につい  

ては、このような過程を踏み調教を進めた。馬が単独脚をかなり理解してきたの  

で、前肢旋回の延長として斜め横歩行うことができたが、右脚の反応つまり右内  

方姿勢は未だに発展途上であるように思う。ハミ受けに関しては、シャンボンを  

外してもかなり安定してきた。   

・・・障害飛越・・・  

め調属索飛越   

将沿いにバーを置き、人を乗せずに調馬索を用いて降雪飛越を行った。同時に  

障害に対して、アプローチと反対側に飛越する度に餌を与えた。まず大切なのは、  

馬に障害物を飛び越える選びを教えることだと思う。低い高さのクロスや単一障  

害を繰り返し反復練習し、属の障害飛越の能力を向上させることを第一に考えた。  

無理な高さを要求せず、相応なレベルをこなすことで、現在では90～100c  

mの高さを飛越できるし，調教全般に対して言えることだが、特に障害調教に関し  

ては過度な要求はせず、長い年月をかけて席に納得させながら行うことが最善の  

方法だと思う。馬に障害に対する恐怖心を与えてしまったら、取り返しのつかな  

いことになる。  

畦媚毎乗飛越   

調馬索飛越により落ち着いたペースで馬が自信をもって飛越できるようになり、  

ある程度の馬場運動がこなせるようになってから、騎乗して障害飛越を始めた。  

この場合、調馬索飛越に比べ、人が乗っているために馬は今までのバランスと異  

なり戸惑うことが考えられる。従って、先程と同様に必ず低い確実なレベルで行  

い、飛越後、調場索飛越と同様に餌を与えて飛越する菖びを教えた。馬が落ち着  

いたペースで飛越できるなら、自由手綱で飛越の邪魔をしないことを心がけた。  

そして、クロスや単一などの単独障害を日々反復練習することにより、汚ち着い  

たリズムで飛越できるようになった。決して調教者は無理な要求をしてはならな  

い。何度も繰り返すが、過度の要求により馬に恐怖心を与えてしまったら終わり  
だと思うからだ。   

次に速歩でのコンビネーションの練習を始めた－，今までの障害飛越と同様に、  

餌を与えながら反復練習を行った。低いレベルで馬に自信を持たせることが先決  

である。これも自由手緬で無理なく除々にレベルを上げた。一定の落ち着いたリ  

ズムで飛越させることが第一であり、速くなってしまうようならまだそのレベル  
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ではないと判断し、ゆっくり飛越できるレベルまで戻ることも多々あった。現在  

でも速くなり焦って飛越することがあるが、かなり良くなってきていると思う。   

そして物の飛越である。初めは小さい物を古鳥の後ろにつけて飛越させ、安定  

してから1頭での飛越を行った。飛越は速歩で行い、飛越の度に餌を与えたので、  

餌を貰う場所での停止を覚え、新馬によく見られる爆走を防ぐことができた。こ  

の日々の反復練習により、馬は次第に落ち着いて飛越できるようになるために、  

最後は自由手綱で行うことができた。同様の方法により、様々な物障害を行なっ  

た。現在では北大の物障害はほとんど飛越できるレベルにあると思う。その後、  

コンビネーションに物を入れたりして、様々なパターンの降雪を無理なく練習す  

ることにより、こなすことができるようになった。   

次に乾壕や水壕の馴致を行った。これも先程と同様の方法により、小さい乾壕  

や水たまりなどを古馬の後ろにつけることから始めた。その訓練により、馬が何  

の躊躇もなく、乾壕を飛越したり、水たまりに入るようになった。現在は北大の  

乾壕、バンケット、飛び上がり、飛び降りを無難にこなしている。   

最後に駆歩飛越について述べる。フラットワークがかなり良くなり、速歩でコ  

ンビネーション障害や物障害を無難に飛越できるようになった時点から始めた。  

まず初めに、フラットワークと同じリズムで飛越することが重要だと思う。つま  

り、馬に余計な緊張感や推進力を与えることなく、馬なりで飛越させることが第  
一である。踏切を無理に合わせずに、同じリズムで飛越することだけを考えた。  

速歩での障害訓練ができているので、障害に対する拘りは全く、自ら飛越しよう  

という意気込みが感じられた。   

・・・総括・・・   

このようにして調教を進めたが、現在のスズロードのレベルはまだ新人新馬レ  

ベルであり、北大以外の場所での馴致を全く行っていない。そのため、数多くの  

課題が山横みであり、この馬を生かすも殺すも次の調教者にかかっている。  
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ヨヒ玲号主戦績  

小  障  7位  

新  馬  6位  

小  障  18位  

新人新鹿  4位  

L級婦人  3位  

一般  33位  

障  害  9位  

三放鳥場  4位  

飛越回数  3位  
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内国産経書選碓  19位  

障  害  19位  

L  液  1位  
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標準障害  5位  
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自己一他己糸召介  

く4年目〉   

ニIヒ村 責箕  

馬術部で4年間、中身も外見も大きく変わったと思う。たくさんのものをくれ  

て、ありがとう。  

4年間楽しかった。   

でも、コンパ後の寝ゲロおよび記憶を失う技と、10キロの体重だけは欲しく  
なかったな・・・。   

中田 一糸己  

楽園（1996．The Ye1low姐onkey／／冨井 和裁）   

メンソールの煙草を持って  

小さな荷物で 楽園に行こう  

楽園に行 こう  

大きな船で   

僕等は大事な時間を 意味もなく削ってた  

「なあなあ」のナイフで   

苦しみも憎しみも 忘れてしまおうよ  
スプーンー杯分の幸せを 分かちあおう   

君が思うほど僕は弱い男じゃないぜ  

愛と勇気と絶望を  

この両手一杯に   

赤い夕日をあびて 黒い海を渡ろう  
そして遥かなあの自由な聖地へ   

ひとりきりもいいだろう  

ふたりだけも いいだろう  

描も連れて行こう 好きにやればいい   

いっか僕等も大人になりふけてゆく   

鋸KE YOU FREE永久に蒼く YEAH   

過去は消えないだろう  

未来も疑うだろう  

それじゃ哀しいだろう やるせないだろう  
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いつも僕等らは汚されて目覚めて行く   

舶KE YOU FREE永久に蒼く  

●  

バロンと言えばこの人。  

いっしょうけんめいになると、  

まわりがちょっと見えなくなるかも。   

競馬好き。  

いつもぽうしをかぶってます。  

●   

不寸田 拓白  

いつもあたたかく見守ってくれる兄。今度は言葉でコミュニケーションしましょ  

う。  

テ也日∃ 智義  

●  ●   

とてもこわい。おそろしい。でもおもしろい。不思議な人である。私は、この  

方のとりこになってしまいそうだt，   

r且山 臓  

兄は僕が馬術部に入部しようときゅう舎にやってきた日の夕食を我利加でおごっ  

てくれました。その時、馬術の醍醐味について語ってくれました。その時の言葉  

で印象深かったのは、「馬術には、障害馬術と馬場馬術というものがあるが、一番お  
もしろいのは、総合－3DAYS・EVENTというもので、その中でステイープルという固  

定障害のある野山を駆けめぐる競技があって、その競技は正に人馬一体となって  

人と馬との信頼関係が問われるとてもおもしろい競技で、俺が一番好きな競技だ。」  

というものでした。しかし、最近、兄の口からは「俺、ステイープル何か大嫌いだ。   

卒部したら2度とやらないだろうな．）」という言葉が聞かれます。僕が、前述  

の兄の言葉のことを聞くと強く否定します。この1年で兄の身に何が起こったか  

は分かりませんが、とにかく、ステイープルというものは恐ろしいものだと思い  

ました。  
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兄はとても話のうまい人です。話題も豊富でさまざまな方面に精通していますり  

毎日、日経を読んでいるだけはあると思いました【）しかし、楢が人るとセクハラ  

をする癖は、もうそろそろ改めないと、社会人になったときに訴えられかねない  

ですよ。   

才」長里子 女口弘  

有印私文番偽造－／獣医師法違犯？馬匹たる者の宿命なのでしょうか。いつも馬  

のことを考えているつもりなのですが、面倒がるところがありまして、時々後悔  

したりもします。自分には厳しく、他人には優しく、品行方正、常に視野を広く  

持ち、上を向いて歩きましょう。   
なかなかうまくはいきませんが。こんなんでは浅野司法事務所の開設はいつに  

なることでしょう。でも、目の前にあるものをひとつずつ輯み上げていこうと思っ  

ています。  

●   

伐野さんにはお世話になった。馬がケガしたら浅野さんに見てもらい、いろい  

ろ馬匹のことを勉強していて、すごいと思う。私はよく浅野さんにバカにされて  
いたけど、春には浦河合宿にも連れていってもらい、楽しかった。   

′q：曇： ■竜王  

俺は副将角堂1年目と2年目と3年目のつなぎ役。池田兄を支えるのは俺しか  
いない。   

しかし、愛のビンタはいたかった（3日のある夜）。   

チアフル君の成績に負けないバロン君をそだててみせる。気合と根性と酒で馬  

術部を盛り上げるぞ－。  

●  ●   ●  

このお方は非常に活動的な人です。そして いろんな人とよく語りをしたがり  

ます。コンパの時、標的にされた人は練習の始まる時間まで離してくれません。  

それほど内に秘めたものが熱く煮えたぎってるのです。   

N兄に引き続きバロンを全日につれていってください。  

●   ●   

兄は酒が好きです。  

肝臓が痛いそうです。  
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′」、谷 友L巨．  

雨が降っても、雪が降っても、凪が吹いても、11亡しくても、つらくても、悲し  

くても、どうしようもなく落ち込んでも、がんばろうかな。  

●   ●  

彼はなぞの人である。かわいた笑いで、かわいた冗談、カラカラとみんなをわ  

かせている。そんな彼は、人気者（，   

日∃中 一l吾史  

次の北目には是が非でも出たいので、困難にも立ち向かってがんばりたいと思  

います‘－  

●  ●   

1年目、部活にこなかった。1番最初にやめるんではなかろうかとうわさされ  

た男。   

そんな田中兄も、もう2年目。（1年生？）   

でも最近やる気がないのかな。トルにったわってしまいますよ。   

北日2年連続在札という、偉大な経歴をもっと生かしてほしいです。   

寺坂 青巨児  

ケーキでも食べながら、あと2年間がんばるか‖のんびり あせらずマイペー  

ス。  

●   ●  

とっても穏やかな人で、怒ったりすることあるのかな－？と思っていましたが、  

実はとっても芯の強いお人。らしい。一緒にいるとなんだか安心できる、“ちょっ  

ぴりのんぴりやのお兄ちゃん”というカンジです。   

ところで“お兄ちゃん”甘いもの食べ過ぎてたらまた虫歯になっちゃいますよ〔，  

せめて歯医者にはちゃんと行きましょうね！  
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乗～欠． 由∋∈   

どんなに落ちこんでいても、馬に会うとほっとする。  

心からいとしいと思う。  

私にとって馬とはそういう存在です。  

●   

初めは、続くかなあと心配していましたが、後輩ができてからますますしっか  

りしてきました。真面目すぎて悩んでしまうことも多いみたいだけど、マイペー  

スで発散しているようです。2年目では紅一点でがんばっている彼女、時々ちょっ  

とコワイと思うときもあるけれど、スピの前ではメロメロ。かわいいお母さんで  

す【   

君の活躍を期待しているよ。がんばれ乗次！  

ニメく山奇 智亘∠．、   

馬匹を目指して現在薬品で修行中です。  

北日の飲み会でそそうして変なウワサが流れてしまいましたが、デマです。   

やや控えめ、一見冷静沈着なハンサム顔。しかし、心の中では利己的思考がも  

やもやしているのです。（ちょっと言いすぎ。断言しすぎました。）まじめで一  

途な純情派。獣医学部ということもあり、将来は部にとってかけがえのない存在  

となってくれることでしょう。   

ノて已山寺 聖子浩  

留年するかもしれませんが、がんばってやっていこうと思います。よろしくお  

願いします。  

●  

l－は～つ。疲れた。」が得意ぜりふのオジャ。いつもボーッとしている無気力  

ヤローのように見えるけど、実はその鋭い瞳の奥で何事か探－いことを考えてる  

・・んだよね？   

でもホントに、ただのへンな奴かと思ってたら大まちがい。私なんて何度彼の  

山名言’’に助けられた 

わらないでいてね。  
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金メL 鉄勺F   

燃えてるぜハート！  

焼けつくほどにヒ  ト
 
 
 

とどけ、血液のビート  

●   

気をつけよう。スピードダウンとシートベルトり  

「大丈夫でしょう。」は繋察には通じなかったらしい。   

様似・長沼が一時は別宅だったかねま。シーズ ン中はひたすらノーザンと帯広  

に通いつめた（】運転に’くろうさま。   

てっぺい、集合におくれないようにね。  

JII山奇 洋史   

今年入部しました。  

はやく2年生になってこうはいがほしいです（，  

●  

H E IS 〔；（）T S U．  

■ぷi原 イ圭＝J‾－   

1年のときはヤンマイで動いていたゎ  

2年になったら太陽電池で動くようになった。  

ということは来年は・・・り  

●   

だまってりゃかわいいのにねぇ。   

ん▲？でも よくしゃべるからかわいいのかも■7   

よしこがくると ついl元気だね．－」と思ってしまう。でも よしこがいなく  

なるとiなんか静か。」ちょっとさびしい。   
頑張りやで いつも元気り   

元気ない時もやっばり元気。   

そんなよしこを見ると、ちょっと元気になる私でしたー，  
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鈴7ト 忠樹   

何げなく入ってしまった馬術部で、何げなくすごした半年間。練習の出席状況  
も決して良くはありませんでした｛，これからはまじめに釆ます。   

寺田 有美子   

「ウマ カワイイなぁ」と思って、軽い気持ちで入ってしまった馬術部。でも、  

実際には、毎日忙しいし、作業も練習もきついし、冬は寒いし、重い物持たされ  

るし、腕太くなるし、焼けるし、馬には蹴られるし、喫まれるし。そのうえ、の  

ろまな私は毎日何かと失敗をしては怒られてばっかり。こんないやなことばっか  

りなのに、なんで続けてるんだろう？それはきっと、そういういやなこと全部帳  
消しにするくらいいものが、何かある‥・に違いない‥・と、信じているか  

ら。けど、それって何だろう‘7ま、いっか。あんまり探く考えずにやってこい  

●   

はめること書くつもりはないけど、すごい心の優しい子です。   

その分いっぱい悩んじゃうだろうな為と思うけど、いっつも楽しそ▲うにして私  

通につっこみをいれるスキを与えてくれます。スキだらけという詰も・・・。   

徳永 やよし→  

属とか青草とか農場とか乾草とか   

朝とか水缶とか体温計とか洗濯とか放牧とか   

好きです。   

最近人間も好きになってきました。   

夜があけて朝が始まるのを感じながら、馬場にいると心の中にいろんなことが  

浮かびます。   

もっと集中して乗ろうと思う。  

●   ●  

いつもいろんなことを一生懸命考えているみたいだけど、その結果でてきた結  

論と行動にしばしば僕たちは唖然とし、面食らい、吹き出してしまうのですが、  

それでも－・生懸命な姿にがんばれと声をかけたくなるでもやっぱりどこか、ズレ  

てる。  
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藤倉 ブく輔   

皆様、元気に頑張りましょう。  

●  

彼はキレる男です。  

頭がぶちキレると言うことではありません。  
獣医学部でもあり、将来が楽しみです。  
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編集丁後宮己  

本来なら1年半前には出ていたはずの部報なので、「近況報告」とは言い難い  

ものになってしまいましたが、皆様のご協力のおかげでなんとか完成いたしまし  

た。部報の発行を心待ちになさっていた方々、本当に申し訳ありませんでした。   

原稿をお寄せ下さったOBの方々をはじめとして、ご協力下さった皆様にこの  

場を借りてお礼申し上げます。お待たせしたわりには月並みな編集になってしま  

いましたが、ご意見ご感想等ございましたらどうぞお寄せ下さい。   

なお、96年度部報作成にあたって、95年度部報と同時に発行するため、O  

B会だより、OB名簿を省略させて戴きましたので御了承下さい。  

編集者 寺田  
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